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『軽い』『曲がる』『割れない』･･･

フィルム型太陽電池

・フィルム型太陽電池の「軽い」「曲がる」「割れない」
などの特長を活かした取付方法により、未利用箇所の
有効活用を実現

フィルム型太陽電池の適用拡大による低炭素社会実現モデル事業

地域における新エネ導入を加速し、低炭素社会実現を図る

建屋壁面や遊休地などの未利用地に対し、
新たな設置方法で取付箇所を創出
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※ イメージ図

電動自転車を充電し、
事業所間の移動などに
使用

屋上設置設置
→ 建屋負荷低減方式

軒庇設置設置
→ 追尾機能搭載

地面水平設置
→ 遊休地利用

ハウス壁面設置
→ 未利用個所活用

ガラス裏面設置
→ オブジェへ適用

熊本大学（黒髪キャンパス） 阿蘇ファームランド 熊本県立技術短期大学校

植物工場で消費される
照明・空調などに使用

発電電力の有効活用

発
電
電
力
の
有
効
活
用

事業概要

フィルム型太陽電池の適用拡大による低炭素社会実現モデル事業

◎ 経済産業省委託事業 事業委託金額： 10,951千円
事業委託期間： 2009/10/23～2010/3/31

ビル壁面設置
→ 垂直面への取付
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一般負荷一般負荷

フィルム型太陽電池の新しい
取付方法の実証
・既存建屋の壁面取付
・遊休地への水平面取付

フィルム型太陽電池を適用した
以下のシステムの実証
・ソーラーアーチ（屋上設置）
・ソーラーシェルフ（簡易追尾）

事業体制

電動自転車の充電、利用実証電動自転車の充電、利用実証 植物工場で使用植物工場で使用

くまもとテクノ産業財団くまもとテクノ産業財団

熊本大学熊本大学 富士電機システムズ富士電機システムズ

発電したクリーンな電力

フィルム型太陽電池の適用拡大による低炭素社会実現モデル事業
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くまもとテクノ産業財団太陽電池の設置箇所と容量

計 41.76kW

場所
県立技術短期

大学校

設置箇所
工学部

研究棟Ⅰ
工学部
２号館

工学部
１号館

アカデミック
プラザ

地面（土）
ドーム
ハウス

取付方式 壁面取付
ソーラー
アーチ

ソーラー
シェルフ

ガラス裏面取付 水平面取付
壁面取付
（曲面）

系統連系 有 有 無 有 有 有

設置容量
（kW）

7.56 5.76 0.54 7.92 9.18 10.8

熊本大学 阿蘇ファームランド

フィルム型太陽電池の適用拡大による低炭素社会実現モデル事業


